
215

4

274

11

中
江
藤
樹
と
高
島
の
学
び
の
系
譜

大
溝
藩
校『
脩し

ゅ
う
し
ん
ど
う

身
堂
』へ
の

影
響

　

近
江
国
高
島
郡
小
川
村（
現
在
の

高
島
市
安
曇
川
町
上
小
川
）に
生
ま

れ
、「
日
本
陽
明
学
の
祖
」と
呼
ば
れ
る

近
江
聖
人
・
中
江
藤
樹（
１
６
０
８
～

１
６
４
８
）は
、
庶
民
と
武
士
の
別
な

く
人
々
を
教
え
、
郷
里
の
学
び
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
中
で
も
高
島
郡
大
溝（
現
在
の
高
島

市
勝
野
）に
城
下
を
お
き
、
小
川
村
も

領
地
と
し
て
い
た
大
溝
藩
は
、
正
保
３

年（
１
６
４
６
）の
藤
樹
と
第
二
代
藩
主

分
部
嘉
治
と
の
接
見
を
皮
切
り
に
、

藤
樹
没
後
も
歴
代
藩
主
が
藤
樹
書
院

の
保
護
・
維
持
に
努
め
、『
藤
樹
先
生
年

譜
』、『
徳
本
堂
記
』の
編
集
な
ど
を
進
め

ま
し
た
。

　
ま
た
、
藩
士
の
中
に
は
藤
樹
を
敬
い
、

藤
樹
の
三
男
・
常
省
に
学
ぶ
者
た
ち
が

存
在
し
、
彼
ら
と
全
国
各
地
か
ら
藤
樹

書
院
を
訪
れ
る
著
名
な
学
者
や
文
人
た

ち
と
の
交
流
は
、
大
溝
藩
の
教
学
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

大
溝
藩
は
小
藩
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
教
育
へ
の
関
心
が
高
く
、
天
明
５

年（
１
７
８
５
）近
江
諸
藩
の
な
か
で
最

も
早
く
藩
校『
脩
身
堂
』を
設
立
し
ま
し

た
。教
学
の
中
核
を
担
っ
た
藩
士
ら
が
、

古
義
学
派
の
著
名
な
儒
学
者
・
伊
藤
東

涯（
１
６
７
０
～
１
７
３
６
）に
学
ん
で

い
た
こ
と
か
ら
、
藤
樹
の
学
風
は
薄
れ

た
も
の
の
、
藩
内
の
藤
樹
を
慕
い
仰
ぐ

念
は
益
々
強
く
な
り
、
近
江
聖
人
と
し

て
厚
く
敬
う
気
風
が
定
着
し
て
い
き
ま

し
た
。

記
念
館
で
の
展
示

　
現
在
、
近
江
聖
人
中
江
藤
樹
記
念
館

で
は
令
和
４
年
度
後
期
企
画
展「
中
江

藤
樹
と
脩
身
堂

−

学
び
の
系
譜

−

」を

３
月
31
日（
金
）ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。	

中
江
藤
樹
が
大
溝
藩
主
よ
り
下か

賜し

さ
れ

た
と
伝
わ
る
直ひ
た

垂た
れ

を
は
じ
め
、
書
院
で

の
藤
樹
研
究
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
安

原
貞
平
や
、
伊
藤
東
涯
の
書
跡
の
ほ

か
、
今
回
初
公
開
と
な
る『
脩
身
堂
』文

芸
奉
行（
教
授
）を
務
め
た
中
村
徳
勝
ら

を
輩
出
し
た
中
村
家
に
伝
わ
る
書
物
な

ど
、
藤
樹
が
大
溝
藩
に
与
え
た
影
響
や
、

『
脩
身
堂
』開
校
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯

を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
を
紹
介
し

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
近
江
聖
人
中

江
藤
樹
記
念
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

	

近
江
聖
人
中
江
藤
樹
記
念
館

　

	

（
３
２
）０
３
３
０

山々が 紅葉でにぎわっ
ていく秋がやってきました

ね。食欲の秋、実りの秋、読書の
秋、さまざまありますが今回は芸術
の秋に目を向けてみましょう。Ｐ８、
９では高島市市民劇２０２２を特集
しています。第６弾を迎える市民劇
の、本番を楽しむポイントや実際に
出演するメンバーのコメントなどを
掲載していますので、観劇のお供
にぜひご覧ください！（M）
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